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ですから、聖霊がこう言われるとおりです。「今日、あなたがたが神の声を聞くなら /

荒れ野で試練を受けた頃 / 神に背いた時のように / 心をかたくなにしてはならない。荒れ

野であなたがたの先祖は / 私を試み、試し / 四十年の間私の業を見た。だから、私はその

時代に対して / 憤ってこう言った。『彼らはいつも心が迷っており / 私の道を知らなかっ

た 。』 私は怒り、誓いを立てた。『彼らは決して私の安息に入ることはない 。』」 きょうだ

いたち、あなたがたのうちに、不信仰という悪しき心が芽生えて、生ける神から離れ去る

者がないように気をつけなさい。あなたがたのうち誰一人、罪に惑わされてかたくなにな

らないように、「今日」という日のうちに、日々励まし合いなさい。私たちは、初めの確

信を終わりまでしっかりと保つなら、キリストにあずかる者となるのです。（ヘブライ

3:7 ～ 14） 

 

著者は、「もし確信と希望に満ちた誇りとを持ち続けるなら、私たちこそ神の家なので

す」と、キリストにある確信とキリストによる救いの希望の誇りを持ち続けるならば、キ

リストが建てた神の家、教会の住人であると言う。聖霊の言われるとおり「心をかたくな

にしてはならない」と忠告する。頑なとは、「聞くことを拒否する」「注意を払わない」

という意味である。著者は心を頑なにすることを、出エジプト時のイスラエルの民の不信

仰と重ね合わせている。「今日、あなたがたが神の声を聞くなら / 荒れ野で試練を受けた

頃 / 神に背いた時のように / 心をかたくなにしてはならない。荒れ野であなたがたの先祖

は / 私を試み、試し / 四十年の間私の業を見た 。」 モーセに率いられ、エジプトの奴隷状

態から脱出したイスラエルの民は荒野で食べ物と水に不足した。レフィディムに宿営した

時、飲み水がなかった。民は喉が渇き、モーセに向かって不平を述べ、「私たちをエジプ

トから上らせたのは何のためだったのですか。私や子どもたちや家畜を渇きで死なせるた

めだったのですか（出エジプト 17:3b ）」 と迫り、石で打ち殺そうとした。モーセが神に

訴えると、岩を杖で打てと命じられ、岩を打って水を得た。カデシュでも、民は「なぜ、

あなたがたはこんな荒れ野に主の会衆を導き入れたのですか。私たちと家畜をここで死な

せるためですか（民数記 20:4 ）」 と、モーセとアロンに言い寄った。神は「岩に向かって、

水を出せと命じなさい」と言われた。モーセは岩に命じるのではなく、岩を二度打ち、水

を出した。モーセは神の言葉に背き、岩を杖で打った。民の心の頑なさとモーセが神の言

葉に背いたことに対し、著者は、詩編95編 10～ 11節から引用し、「だから、私は、その時

代に対して / 憤ってこう言った。『彼らはいつも心が迷っており / 私の道を知らなかっ

た 。』 私は怒り、誓いを立てた。『彼らは決して私の安息に入ることはない 』」 と注解し

ている。モーセたちはカナンに入ることが許されず、40年間、荒れ野を放浪する試練を受

けた。著者は、先祖が陥った不信仰の故事から、「きょうだいたち、あなたがたのうちに、

不信仰という悪しき心が芽生えて、生ける神から離れ去る者がないように気をつけなさい」

と諭し、「あなたがたのうち誰一人、罪に惑わされてかたくなにならないように、『今日』

という日のうちに、日々励まし合いなさい」と勧める。信仰は、昨日や明日のことではな

い。「今日」という今、互いに励まし合って、神の言葉に聞き入り、従うのである。「私

たちは、初めの確信を終わりまでしっかりと保つなら、キリストにあずかる者となるので

す 。」 神の言葉を初めて聞いて、心を震わせて受け入れたように、最初の確信を最後まで

持ち続けるなら、キリストに連なり、神の命に与り、確かな歩みをすることができる。 


